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 経験的サイト増幅・位相特性に基づく強震動評価手法1),2)では，グリーン関数のフーリエ位相特性とし

て，対象地震の震源域近傍で発生した中小地震による地震動のフーリエ位相特性を用いる．この手法では，

中小地震の選択が強震動のフーリエ振幅特性に影響を及ぼすことはないが，そのフーリエ位相特性に対し

て影響を与える．また，その結果として構造物の応答にも影響する可能性がある．したがって，採用する

中小地震によって強震動がどのように変わるかを体系的に調べることは重要である．本論文では，採用す

る中小地震に起因する強震動のばらつきを評価する． 
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１．はじめに 
 
 地震動を精度よく予測する上で，堆積層が地震動

に与える影響を考慮することは重要である．統計的

グリーン関数法のバリエーションの一つである，経

験的サイト増幅・位相特性に基づく強震動評価手法
1),2)では，堆積層がフーリエ振幅特性及びフーリエ

位相特性の双方に与える影響を考慮することが可能

である． 
 この手法では，主に大地震の震源域の近くで発生

した中小地震による地震動のフーリエ位相特性が，

グリーン関数のフーリエ位相特性として採用される．

実際，大地震の主要なアスペリティの近くで発生し

た中小地震を選択すると，観測波形が良好に再現さ

れるということが，既往の研究例えば3)で指摘されて

いる．同手法では，中小地震の選択が大地震による

地震動のフーリエ振幅特性に影響を与えることはな

いが，そのフーリエ位相特性に対しては影響を与え

る例えば4)．その結果，構造物の応答にも影響する可

能性がある． 
 したがって，選択する中小地震によって大地震に

よる地震動がどのように変化するかを体系的に調べ

ることは重要である．特に，大地震の震源域近傍で

発生した中小地震が少ない場合もあり，大地震の震

源域からやや離れた中小地震を選択せざるをえない

場合があるが，その場合の影響については十分に調

べられていないのが現状である． 
 本論文では，例として2003年十勝沖地震(Mj8.0)を
取り上げ，経験的サイト増幅・位相特性に基づいた

強震動評価手法を用いて，中小地震の選択により合

成波形が観測波形と比較してどのようにばらつくの

かを体系的に検討する． 
 
 
２．検討方法 
 

2003 年十勝沖地震（以下，本震という）に対す

る合成波形が，フーリエ位相特性の評価に用いる中

小地震に応じてどのようにばらつくかを検討するた

め，帯広周辺の強震観測地点であるTKCH06，
TKCH07，TKCH08 及び釧路周辺の強震観測点であ

るTKCH02，KSRH02，KSRH09の6 地点を対象とし，

それらの観測点で得られている中小地震記録のうち，

Mj4.5 以上かつ7.0 以下，震源深さ90km 以下，震央

距離200km 未満の条件を満たす53の中小地震の記録

を対象とする．図–1 に，本論文で検討対象とする

強震観測地点(▲印)，中小地震の震央位置(☆印)，
本震の破壊開始点(×印，気象庁発表) ，本震の不均

質震源モデル5)，この震源モデルに基づいた特性化

震源モデル(赤の矩形)6)を示す．  
本震に関する既往の研究では，不均質震源モデル

5)に基づいた特性化震源モデル6)が提案されている．

ここでは，本モデルを用いて強震動シミュレーショ
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VARIABILITY OF PREDICTED STRONG MOTIONS CAUSED BY DIFFERENT 
FOURIER PHASE CHARACTERISTICS OF WEAK MOTIONS RECORDS 

 
Atsushi WAKAI and Atsushi NOZU 

 
 In the simulation method of strong ground motions based on empirical site amplification and phase 
characteristics1),2), Fourier phase at a target site for a small event that occurred close to the target 
earthquake is used. In this method, the selection of the small event does not affect the Fourier amplitude 
of the predicted ground motion, but the selection affects its Fourier phase and may consequently affect the 
response of structures. Thus, from a practical point of view, it is very important to investigate 
systematically how the predicted ground motion can vary due to the selection of the small event. In this 
paper, the variability of the predicted ground motion due to the selection of the small event is investigated. 


